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　今日、多くの自治体がそうであるように、本市も人口減少や少子高齢化などの都市の

持続的な発展を妨げる課題に直面しています。

　本基本計画の 11 年間では、基本構想の都市像である「国際海の手文化都市」を目指

して、全分野の政策・施策を総合的に展開していきますが、同時に、この厳しい状況下

で着実に成長できる『都市力（都市の魅力）』を備えるために、取り組みを選択し重点

的に推し進めていかなければなりません。

　そこで、計画期間の中で特に重点的・優先的に実行する取り組みとして、持続可能な

発展に必要な都市力の向上を目的とした「重点プログラム」を位置付けます。

　重点プログラムの構築にあたっては、まずは、横須賀の特性や課題、市民ニーズなど

の検証から、本市に必要な都市力を「子どもを育てやすい」、「生涯をいきいきと過ごせ

る」、「安全・安心に暮らせる」、「自然環境が魅力的」、「利便性が良い」、「活気がある」、

「市民や地域の力がある」の７つとしました。

　その上で、実際にこれらを高めていく取り組みを、全政策・施策を示した第５章まち

づくり政策と第６章まちづくりの推進姿勢の中から抽出し、分野横断的な５つの取り

組みに整理し、重点プログラムとしました。

　「新しい芽を育むプログラム」、「命を守るプログラム」、「環境を守るプログラム」、

「にぎわいを生むプログラム」、「地域力を育むプログラム」の５つのプログラムを着実

に推進することで、持続可能な発展を遂げる都市の土台をつくるとともに、全政策・施

策の先導役として計画全体を力強くけん引します。

第 4 章 重点プログラム

 1  重点プログラムの位置付け

 2  重点プログラムの狙い
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【図】重点プログラムの構築イメージ
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※30   健康寿命：日常生活を心身ともに自立し健康的に過ごすことのできる期間。

 3  重点プログラムの内容
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※31  緑や水辺などの創出：緑や水辺などの自然を新たに生み出すこと。創出の中には再生が含まれる。
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※32   コミュニティー：同じ地域に暮らし、協力して地域の課題に取り組む人々の集まり。
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